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２０２０年の在留ベトナム人の数

• 在留ベトナム人数を在留資格別で見ると

411,968人のうち中長期在留者が411,965人、
特別永住者が3人だった。

• 中長期在留者のうち

1. 技能実習：218,727人(前年末比+33.0％増)

2. 留学：79,292人(2.1％増）



在日ベトナム人数 推移



留学生や技能実習生の生活が困難

• コロナウィルスの流行の影響により、ベトナムの
多くの留学生や技能実習生は非常に困難な状
況に陥っています。企業や会社の休業により収
入が減少しました。

• 留学生や技能実習生はもともと低所得ですが、
所得の急激な減少は、新たな不確実で困難な生
活につながっています。

• 帰国するフライトはほとんどないので、帰国した
い場合でも、長期間待たなければなりません。



Covid 19の最初の叫び

• 今年4月の初旬、若いカップルからのSOSがありました。
彼らには２か月の生まれたばかりの赤ちゃんがいて、
食べ物がなく、２か月家賃を払えずに、アパートから
追い出されたため、助けを求めていました。

• ２か月前に仕事を失ったので食糧をくださいと大勢の
人からのSOSの声が届きました。

• 病院で診てもらいたいのですが、３か月仕事がないの
でお金がありません、助けてくださいと叫びの声。



ミルクを求めている赤ちゃん



「私たちを助けてください」と
叫ぶ青年たち



困っているベトナム人に支援

• 食品

• シェルター

• 医療相談会

• 法律相談会

• 赤ちゃんのミルク

• 現金などなど…



関東地方

• カトリック川口教会でNguyen Huu Hien, （東京教区司
祭）、Nguyen Thanh Nha（イエス会司祭）、シスターマリ
アラン（聖ビンセンシオの愛徳姉妹会と協力者：シス
ター佐久間、シスター石川） そしてベトナム人関東青
年会、川口教会青年グループマイコイと共にする。

• 埼玉教区や名古屋教区の司教様はじめ、大勢の修
道者特にサレジオ修道会、サレジアンシスターズ、イ
エズス会、聖心侍女会、御摂理修道会、マリアの御心
会、桐生クララ会や他の多くの会、信徒、他宗教の
方々。現場では多くのボランティアによる食料品や現
金の援助と準備など支援してくれている。



川口教会での初めての支援：
マスクをするマリア様



初めての支援スタッフ



一杯の愛のお米プロジェクトのマーク



埼玉教区山野内司教からの
支援金と食料を受けるシスターズ



サレジオ修道会から
沢山の支援物資



サレジアン会のシスターズと
支援物資



他の多くの修道者から支援金



全国への送り状の作業をしている
修道者たち



青年の支援物資の作業



準備している途中



復活のカード入りの手作りマスク



一人分の支援食品
食品や送料で６,５００円位のもの。



名古屋南山教会：
神言会のHy神父様と信徒たち



松浦司教様と共に



関西：Binh神父様、
愛徳姉妹会のシスター方や青年たち



大阪、愛徳姉妹会のシスターズ



青年たちの荷造り作業



山口県
イエズス会Dinh神父様や信徒たち



食料品の準備



医療の支援:コロナウィルスとは？
川口教会の学習会（3月）



コロナ感染を防ぐ方法について説明



保険証持っていない妊婦さんとの
川口教会で医療相談会



川口教会で法律相談会：
樋川弁護士



オンラインでの法律支援：
ベトナム人修道者と共に



技能実習生ホットライン



技能実習生ホットラインの実施

• 食料支援の対象者のうち半数以上をしめ
る技能実習生は、労働問題や住まいの問
題に直面している。そのため、技能実習生
への労働問題への対応、相談連携のため
に、関係団体の共催による緊急ホットライ
ン（電話・SNSによる）を開催



技能実習生ホットラインの実施

• カトリック教会と外国人技能実習生権利
ネットワークの共催にて、第１回（６月９日 ）、
第２回（７月４日）、第３回（8月20日）、東京、

札幌、岐阜、大阪、北九州の５つの拠点で
対応。

• 第１回は44件の相談、第２回は 52件、第３
回は41件の相談。



住むところがなく、公園で
生活する留学生

• ベトナムに帰国する飛行機はありません。多
くの若者は日本に滞在して待たなければなり
ません。

• 彼らはビザ更新しても、短期滞在ビザでは仕
事が来ません。生活は大変です。

• 収入がなくなり、家賃が払えなくなり、路上生
活。



２か月公園で生活した若い女性



女性シェルターの支援
川越教会ミカエルの家



シェルターで喜んでいる共同体



埼玉教区桐生の
男性のシェルター



シェルター内部



サレジオ会オラトリオ㏌Chofu
男性のシェルター



シェルターの寝室



大分教区のシェルター



食堂



赤ちゃんのミルクのために支援



JCARMから２２人に支援金

• カトリックJcarmから、シスターマリアラン経由

で２２人分の日々の生活に困窮している人の
支援金をいただきました。



4月から6月まで多くの方々の協力のおかげで

私たちは72日間、５千５００人以上食料を支援

できました。現在も必要に応じて支援を続けて
いる状況です。



一杯の愛のお米支援の報告書












